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【年通号数】公開・登録公報2011-051
【出願番号】特願2011-522512(P2011-522512)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 265/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/06     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月29日(2012.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　本発明の特に好ましい態様において、ベンゾオキサジン化合物Ａと異なる少なくとも１
つのベンゾオキサジン化合物Ｂは、次の式（II）および／または式（IIa）で表される少
なくとも１つのベンゾオキサジンを含んでなることができる。

【化２５】

【化２６】

［式中、ｍは１～４の整数であり、Ｘは、直接結合（ｍが２の場合）、水素（ｍが１の場
合）、アルキル（ｍが１の場合）、アルキレン（ｍが２～４の場合）、カルボニル（ｍが
２の場合）、酸素（ｍが２の場合）、チオール（ｍが１の場合）、硫黄（ｍが２の場合）
、スルホキシド（ｍが２の場合）、およびスルホン（ｍが２の場合）からなる群から選択
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され、Ｒ１は水素、アルキル、アルケニルおよびアリールから選択され、かつ、Ｒ１は、
いずれのヒドロキシル基またはいずれの窒素含有複素環も含有せず、Ｋは、ビフェニル、
ジフェニルメタン、ジフェニルイソプロパン、ジフェニルスルフィド、ジフェニルスルホ
キシド、ジフェニルスルホン、およびジフェニルケトンからなる群から選択され、Ｒ４は
水素、ハロゲン、アルキル、アルケニルから選択されるか、または、Ｒ４はベンゾオキサ
ジン構造からナフトオキサジン残基を作る２価の残基であり、Ｒ４`はＲ４として定義さ
れる］
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）式（I）：
【化１】

［式中、ｑは１～４の整数であり、Ｚは直接結合（ｑが２の場合）、水素（ｑが１の場合
）、アルキル（ｑが１の場合）、アルキレン（ｑが２～４の場合）、カルボニル（ｑが２
の場合）、酸素（ｑが２の場合）、チオール（ｑが１の場合）、硫黄（ｑが２の場合）、
スルホキシド（ｑが２の場合）、およびスルホン（ｑが２の場合）からなる群から選択さ
れ、Ｙは、ヒドロキシル基、および、置換または非置換イミダゾールから選択される窒素
含有複素環からなる群から選択され、Ｒ６は、酸素、窒素および硫黄から選択される１個
以上のヘテロ原子によって遮られてよい、１～１５個の炭素原子を含有する直鎖または分
枝の２価のアルキレン基であり、Ｒ５は水素、ハロゲン、アルキル、アルケニルから選択
されるか、Ｒ５はベンゾオキサジン構造からナフトオキサジン残基を作る２価の残基であ
る］
で表される少なくとも１つのベンゾオキサジン化合物Ａ、
および、
（ｂ）式（Iａ）：

【化２】

［式中、ｑ、Ｚ、Ｒ５およびＲ６は、上記で定義したものであり、Ｙ`は、ヒドロキシル
基および窒素含有複素環からなる群から選択される］
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に合致しない少なくとも１つのベンゾオキサジン化合物Ｂ、
を含んでなる重合性組成物。
【請求項２】
　Ｒ６が１～４個の炭素原子を含有する直鎖で２価のアルキレン基である請求項１に記載
の重合性組成物。
【請求項３】
　Ｒ６が少なくとも１個の酸素原子によって遮られた直鎖で２価のアルキレン基である請
求項１に記載の重合性組成物。
【請求項４】
　Ｙがヒドロキシル基である請求項１～３のいずれかに記載の重合性組成物。
【請求項５】
　ベンゾオキサジン化合物Ｂが、式（II）：
【化３】

または、
式（IIa）：
【化４】

［式中、ｍは１～４の整数であり、Ｘは、直接結合（ｍが２の場合）、水素（ｍが１の場
合）、アルキル（ｍが１の場合）、アルキレン（ｍが２～４の場合）、カルボニル（ｍが
２の場合）、酸素（ｍが２の場合）、チオール（ｍが１の場合）、硫黄（ｍが２の場合）
、スルホキシド（ｍが２の場合）、およびスルホン（ｍが２の場合）からなる群から選択
され、Ｒ１は水素、アルキル、アルケニルおよびアリールから選択され、かつ、Ｒ１は、
ヒドロキシル基または窒素含有複素環を含有せず、Ｋは、ビフェニル、ジフェニルメタン
、ジフェニルイソプロパン、ジフェニルスルフィド、ジフェニルスルホキシド、ジフェニ
ルスルホン、およびジフェニルケトンからなる群から選択され、Ｒ４は水素、ハロゲン、
アルキル、アルケニルから選択されるか、または、Ｒ４はベンゾオキサジン構造からナフ
トオキサジン残基を作る２価の残基であり、Ｒ４`はＲ４として定義される］
で表される少なくとも１つのベンゾオキサジン化合物を含有する、請求項１～４のいずれ
かに記載の重合性組成物。
【請求項６】
　前記重合性組成物が、少なくとも１つのベンゾオキサジン化合物Ａおよび少なくとも１
つのベンゾオキサジン化合物Ｂを、９９．９：０．１～０．１：９９．９、好ましくは５
０：５０～１：９９のモル比で含有する、請求項１～５のいずれかに記載の重合性組成物
。
【請求項７】
　重合性組成物中の全てのベンゾオキサジン化合物の総量が、重合性組成物の総量に基づ
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いて約１０～約１００重量パーセントの範囲である、請求項１～６のいずれかに記載の重
合性組成物。
【請求項８】
　該重合性組成物が少なくとも１つのエポキシ成分を含有する請求項１～７のいずれかに
記載の重合性組成物。
【請求項９】
　該重合性組成物が、２０℃～２５０℃、好ましくは５０℃～２００℃、より好ましくは
１２０℃～１８０℃の温度で硬化する、請求項１～８のいずれかに記載の重合性組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の重合性組成物の硬化反応生成物。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれかに記載の硬化前に重合性組成物を注入した繊維の層または束を
含有する請求項１０に記載の硬化反応生成物。
【請求項１２】
　（ａ）繊維の層または束を供給する工程、
　（ｂ）請求項１～９のいずれかに記載の重合性組成物を供給する工程、
　（ｃ）重合性組成物と繊維の層または束を接合してプリプレグまたはトウプレグ組立部
品を形成する工程、
および、
　（ｄ）任意に、プリプレグまたはトウプレグ組立部品から過剰の重合性組成物を除去す
る工程、
を含み、
　得られたプリプレグまたはトウプレグ組立部品に、繊維の層または束に重合性組成物を
注入し硬化反応生成物を形成するのに十分な高温および圧力条件を施す、請求項１１に記
載の硬化反応生成物の製造方法。
【請求項１３】
　請求項１～９のいずれかに記載の重合性組成物を含む、接着剤、シーラントまたはコー
ティング組成物。
【請求項１４】
　式（I）：
【化５】

［式中、ｑは１～４の整数であり、Ｚは、直接結合（ｑが２の場合）、水素（ｑが１の場
合）、アルキル（ｑが１の場合）、アルキレン（ｑが２～４の場合）、カルボニル（ｑが
２の場合）、酸素（ｑが２の場合）、チオール（ｑが１の場合）、硫黄（ｑが２の場合）
、スルホキシド（ｑが２の場合）、およびスルホン（ｑが２の場合）からなる群から選択
され、Ｙは、ヒドロキシル基、および、置換または非置換イミダゾールから選択される窒
素含有複素環からなる群から選択され、Ｒ６は、酸素、窒素および硫黄から選択される１
個以上のヘテロ原子によって遮られてよい、１～１５個の炭素原子を含有する直鎖または
分枝の２価のアルキレン基であり、Ｒ５は水素、ハロゲン、アルキル、アルケニルから選
択されるか、Ｒ５はベンゾオキサジン構造からナフトオキサジン残基を作る２価の残基で
ある］
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で表される少なくとも１つのベンゾオキサジン化合物の、硬化性組成物用の硬化剤として
の使用。
【請求項１５】
　（ａ）式（I）：
【化６】

［式中、ｑは１～４の整数であり、Ｚは、直接結合（ｑが２の場合）、水素（ｑが１の場
合）、アルキル（ｑが１の場合）、アルキレン（ｑが２～４の場合）、カルボニル（ｑが
２の場合）、酸素（ｑが２の場合）、チオール（ｑが１の場合）、硫黄（ｑが２の場合）
、スルホキシド（ｑが２の場合）、およびスルホン（ｑが２の場合）からなる群から選択
され、Ｙは、ヒドロキシル基、および、置換または非置換イミダゾールから選択される窒
素含有複素環からなる群から選択され、Ｒ６は、酸素、窒素および硫黄から選択される１
個以上のヘテロ原子によって遮られてよい、１～１５個の炭素原子を含有する直鎖または
分枝の２価のアルキレン基であり、Ｒ５は水素、ハロゲン、アルキル、アルケニルから選
択されるか、Ｒ５はベンゾオキサジン構造からナフトオキサジン残基を作る２価の残基で
ある］
で表される少なくとも１つのベンゾオキサジン化合物を、硬化性組成物に添加する工程、
（ｂ）硬化性組成物に、硬化性組成物を硬化するのに適した条件を施す工程、
を含み、２５０℃以下の温度で硬化性組成物の重合速度を増加させる方法。
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